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OB・OG

第198号

《丸亀城の桜》
（撮影）岩崎　正朔さん（丸亀市）

4月号令和4年

●NTT四国ロビー展 �  ２
●NTTグループの動き
　NTT支店長表彰受賞 �  ３
●おしらせ
　◦第１回四国理事会模様 �  ３
　◦電友会総会について �  ４
　◦新入会員紹介 �  ４
　◦長寿番付 �  ６
　◦四国ホームページの充実 �  ７
　◦四国電友会事務局長交代 �  ７
●支部だより
　◦愛媛総会について �  ８
　◦年会費納入のお願い（愛媛） �  ８
　◦第９回趣味の作品展実行委員会（愛媛）� ８
　◦園芸クラブ解散のお知らせ（香川）� ９
　◦サークルの活動状況（高知） �  ９

●イベント情報 �  10
●サークル紹介
　◦NTT-OBソフトテニスクラブ（愛媛）� 11
●健康のページ
　◦すこやかな心と体（徳島） �  12
●ドキュメント
　◦健康であることのありがたさ（香川）� 12
●ボランティア紹介（愛媛）
　◦囲碁教室を通した青少年育成（岡村）� 14
　◦趣味を活かした少年野球教室（田淵）� 15
●私は今
　◦会員の皆さんの近況 �  16
●俳句
　◦若草句会（愛媛） �  24
●物故者叙位叙勲／敬弔 �  25
●表紙の言葉 �  25
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《森の大王（木内　康雄）》

《開運招福（木内　康雄）》

《凍てつく白猪の滝（西森　紘一郎）》

《大宝寺と吾輩（井元　孝）》

《飛鳥の湯泉（藤田　征大）》

Ｎ Ｔ Ｔ 四 国 支 店 ロ ビ ー 展 の 紹 介

　NTT 四国支店の玄関ロビーに、会員の版画
を展示しました。（２月１日～３月31日）
　４月からは、日本画と水彩画の展示となり
ます。是非お立ちより願います。
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Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
動
き

NTT支店長表彰受賞について

　毎年、NTT 主催による NTT OB・OG を対象に開催している「NTT 西日本グループ
事業動向説明及び交流会」（通称：退職者交流会）について、本年度も昨年に引き続き
新型コロナウイルス感染拡大に伴い中止となりましたが、NTT の事業発展に貢献した
会員の受賞者は次の通りです。
　感謝状等は、各県の NTT 支店長
から、コロナの感染状況を見つつ
３月に授与されました。
　受賞模様の写真は、７月号の会
報に掲載します。

県支部 受　賞　者

愛　媛 ◦依光　俊一　◦田中　清平

高　知 ◦真鍋　広幸　◦小野　純一

徳　島 ◦喜多　泰治

香　川 ◦井上　淳介　◦小松　嵩敏

お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
関
係
で
、
昨
年
に

引
き
続
き
書
面
審
議
の
結
果
、
次
の
と
お
り
了
承
さ

れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▪
決
議
日　

２
月
25
日
㈮

▪
決
議
対
象
理
事
等　

９
名

〇
四
国
（
愛
媛
）

　

◦
小
田
四
国
地
方
本
部
長
（
愛
媛
会
長
）

　

◦
黒
石
副
本
部
長
（
愛
媛
副
会
長
）

　

◦
木
田
理
事
（
事
務
局
長
）

〇
香
川

　

◦
大
西
副
本
部
長
（
香
川
会
長
）

　

◦
井
上
理
事

〇
徳
島

　

◦
三
馬
副
本
部
長
（
徳
島
会
長
）

　

◦
谷
藤
理
事

○
高
知

　

◦
井
上
副
本
部
長
（
高
知
会
長
）

　

◦
足
達
理
事

▪
議
題

１
． 

第
51
回
四
国
地
方
本
部
総
会
へ
の
提
出
議
案
に

つ
い
て

　

⑴
令
和
３
年
度
事
業
報
告

☆
令
和
３
年
度 

第
１
回
四
国
理
事
会
模
様
に
つ
い
て

　

⑵
令
和
３
年
度
収
支
計
算
書
承
認

　

⑶
令
和
３
年
度
監
査
報
告

　

⑷
令
和
４
年
度
事
業
計
画
（
案
）
承
認

　

⑸
令
和
４
年
度
収
支
予
算
書
（
案
）
承
認

　

⑹
役
員
等
人
事

２
．
会
員
名
簿
の
廃
止
に
つ
い
て

　

四
国
の
会
員
名
簿
は
、
２
０
２
０
年
度
版
が
最
新

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
回
予
定
さ
れ
て
い
る
会
員
名
簿
は
２
０
２
３
年

度
で
す
が
、
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
廃
止
と
し

ま
す
。

〈
参
考
〉

　

現
在
、会
員
名
簿
を
作
成
し
て
い
る
地
方
本
部
は
、

15
地
方
本
部
の
内
６
地
方
本
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

①
日
比
谷　

②
関
東　

③
ド
コ
モ　

④
北
陸

　

⑤
沖
縄　

⑥
四
国



－4－

第１９８号 令和４年４月四　国　電　友　会
　

今
年
の
電
友
会
総
会
は
、
四
国
総
会
を
５
月
10
日

㈫
に
東
京
第
一
ホ
テ
ル
松
山
に
て
懇
親
会
と
合
わ
せ

て
開
催
す
べ
く
準
備
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
収
束
が
見
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
も
昨
年
に
引

き
続
き
、
四
国
地
方
本
部
の
総
会
は
書
面
で
の
審
議

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
各
県
支
部
の
総
会
は
３
月
の
コ
ロ
ナ
の
感

染
状
況
を
見
守
り
つ
つ
、
集
会
と
す
る
か
、
書
面
審

議
と
す
る
か
、
ギ
リ
ギ
リ
の
判
断
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

た
だ
、
２
年
間
、
電
友
会
総
会
の
み
な
ら
ず
、
Ｎ

Ｔ
Ｔ
退
職
者
交
流
会
、
地
域
交
流
会
等
、
会
員
の
皆

様
と
懇
親
を
深
め
る
場
が
持
て
て
い
な
い
こ
と
は
大

変
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
、
総
会
は
殆
ど
書
面
審
議
と
な
る
予
定
で

す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
睨
み
な
が
ら
、
何
と
か

夏
頃
か
ら
秋
に
向
け
て
懇
親
会
を
開
催
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

趣
旨
を
ご
理
解
の
上
、
総
会
議
案
書
に
目
を
通
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

　

会
員
皆
様
の
ご
健
康
を
祈
り
つ
つ
、
一
日
も
早
く

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

☆
電
友
会
総
会
に
つ
い
て

◦◦◦新入会員紹介◦◦◦
ご入会を心から歓迎いたします。（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

正会員入会者は以下のとおり（五十音順）

氏　　　　　名 退　職　時　の　所　属 退職年月 住　　　所

池 　 田 　 　 　 完 NTTファイナンス Ｒ.  3.  3 松 山 市

泉 　 　 　 仁 　 康 NTTフィールドテクノ四国 Ｒ.  2.  1 松 山 市

大 　 西 　 浩 　 司 NTTビジネスフロント四国 Ｒ.  3.  3 松 山 市

小 　 池 　 靖 　 臣 NTTマーケティングアクト四国 Ｒ.  3.  3 松 前 町

高 　 市 　 信 　 朗 NTTマーケティングアクト Ｒ.  4.  3 松 山 市

武 　 田 　 茂 　 人 NTTビジネスソリューションズ四国 Ｒ.  3.  3 松 山 市

田 　 中 　 吉 　 継 NTTフィールドテクノ四国 Ｒ.  3.  6 松 山 市

鳥 　 井 　 大 　 城 NTTフィールドテクノ四国 Ｒ.  3.  6 松 山 市

藤 　 田 　 典 　 久 NTTマーケティングアクト四国 Ｒ.  3.  8 新 居 浜 市

船 間 屋 　 順 　 一 NTTビジネスソリューションズ四国 Ｒ.  4.  3 松 山 市

本 　 田 　 省 　 二 NTTビジネスソリューションズ四国 Ｒ.  4.  3 松 山 市

宮 　 城 　 和 　 富 NTT松山病院 Ｈ.22.  9 松 山 市

安 　 永 　 光 　 徳 NTTフィールドテクノ四国 Ｒ.  3.  6 松 山 市

山 　 内 　 　 　 徹 NTT四国建設技術センタ Ｈ.14.  3 砥 部 町

山 　 木 　 恵 　 一 NTTフィールドテクノ四国 Ｒ.  4.  3 松 山 市

【愛媛県支部】
新入会員 ①正会員入会数 ②無料会員入会数15名 ２名
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正会員入会者は以下のとおり（五十音順）

氏　　　　　名 退　職　時　の　所　属 退職年月 住　　　所

大 　 川 　 一 　 郎 NTTコムマーケティング四国 Ｈ.30.12 高 松 市

北 　 村 　 重 　 徳 ＮＴＴフィールドテクノ香川 Ｒ.  2.  3 坂 出 市

佐 　 藤 　 司 　 朗 NTTマーケティングアクト香川 Ｒ.  3.  3 善 通 寺 市

笹 　 山 　 正 　 邦 ＮＴＴフィールドテクノ香川 Ｒ.  2.  3 善 通 寺 市

【香川県支部】
新入会員 ①正会員入会数 ②無料会員入会数 ０名４名

【高知県支部】

正会員入会者は以下のとおり（五十音順）

氏　　　　　名 退　職　時　の　所　属 退職年月 住　　　所

坂 　 本 　 　 　 久 NTTビジネスソリューションズ高知 Ｒ.  4.  3 高 知 市

下 　 山 　 美 津 子 ＮＴＴフィールドテクノ高知 Ｒ.  4.  3 高 知 市

藤 　 崎 　 幹 　 夫 ＮＴＴフィールドテクノ高知 Ｒ.  4.  3 高 知 市

明 　 神 　 昭 　 代 NTT西日本-四国 高知支店 Ｈ.13.  3 高 知 市

元 　 藤 　 敦 　 行 ＮＴＴフィールドテクノ高知 Ｒ.  3.  3 高 知 市

森 　 下 　 和 　 由 ＮＴＴフィールドテクノ高知 Ｒ.  3.  3 香 美 市

山 　 脇 　 逸 　 志 ＮＴＴフィールドテクノ高知 Ｒ.  3.  3 高 知 市

好 　 原 　 恭 　 幸 ＮＴＴフィールドテクノ高知 Ｒ.  3.  3 高 知 市

新入会員 ①正会員入会数 ②無料会員入会数８名 ４名

正会員入会者は以下のとおり（五十音順）

氏　　　　　名 退　職　時　の　所　属 退職年月 住　　　所

太 　 田 　 伸 　 和 NTTビジネスソリューションズ徳島 Ｒ.  4.  3 徳 島 市

小 　 川 　 　 　 登 NTTフィールドテクノ徳島 Ｒ.  3.  1 徳 島 市

長 　 只 　 恭 　 明 NTTフィールドテクノ徳島 Ｒ.  4.  3 徳 島 市

森 　 本 　 　 　 武 NTTファシリティーズ四国 Ｈ.28.  6 板 野 郡

【徳島県支部】
新入会員 ①正会員入会数 ②無料会員入会数４名 ０名
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大　岩　正　雄 95 徳 島 市 十両筆頭 藤　崎　亀　意 95 室 戸 市
浅　井　宏　江 95 鳴 門 市 十 両 ２ 越　智　忠　雄 95 松 山 市
山　本　壽　男 95 松 山 市 十 両 ３ 玉　井　正　利 95 小 金 井 市
大　佐　裕　子 94 高 松 市 十 両 ４ 尾　崎　昭　夫 95 松 山 市
大　野　シゲコ 95 大 洲 市 十 両 ５ 亀　山　茂　信 95 丸 亀 市
日　開　兎喜子 95 徳 島 市 十 両 ６ 高　橋　昌　平 94 松 山 市
白　井　　　儀 94 三 豊 市 十 両 ７ 高　国　　　茂 94 高 松 市
笠　原　千　弘 94 高 松 市 十 両 ８ 安　倍　日　昭 94 高 松 市
後　藤　道　晴 94 松 山 市 十 両 ９ 宮　原　文　子 94 高 松 市
高　瀬　　　昭 94 新 居 浜 市 十 両 10 三　好　ツルヱ 94 観 音 寺 市
井　上　郁　夫 94 い の 町 十 両 11 高　本　明師乃 94 松 山 市

東
寿

西

お 名 前 年齢 居 住 地 お 名 前 年齢 居 住 地
山　地　ユキヱ 103 坂 出 市 横　　綱 六　車　美　一 102 広 島 県
松　本　行　重 101 松 山 市 横　　綱 小　田　清　見 100 三 豊 市
金　子　初　美 100 京 都 府 横　　綱

川　原　政　男 99 三 豊 市 大　　関 北　田　忠　一 98 高 松 市
田　内　千代子 98 高 知 市 大　　関 宮　田　作兵衛 98 高 知 市
合　田　　　始 98 松 山 市 大　　関 森　田　雪　乃 98 高 知 市
林　　　久　男 98 松 山 市 大　　関 大　谷　光　雄 98 松 山 市
小　川　寅　雄 97 松 山 市 関　　脇 岡　本　　　宏 97 松 山 市
池　浦　博　美 97 高 松 市 関　　脇 中　川　政　則 97 阿 南 市
福　田　貴美子 97 徳 島 市 関　　脇 岡　林　綾　美 97 い の 町
山　本　栄　吾 97 高 知 市 小　　結 片　岡　三代恵 97 高 知 市
西　本　寿恵一 97 松 山 市 小　　結 田　村　　　薫 97 松 山 市
小　林　敏　子 97 高 知 市 小　　結

桑　原　啓　次 96 松 山 市 前頭筆頭 香　河　喜　雄 96 松 山 市
鈴　木　文　雄 96 高 松 市 前 頭 ２ 片　岡　久　江 96 高 松 市
岡　本　保　次 96 小 豆 島 町 前 頭 ３ 村　田　花　子 96 高 知 市
藤　川　喜美子 96 高 知 市 前 頭 ４ 中　内　富　三 96 高 知 市
泊　　　　　寛 96 松 山 市 前 頭 ５ 永　野　栄　二 96 松 山 市
松　浦　虎　雄 96 松 山 市 前 頭 ６ 尾　崎　哲　明 96 松 山 市
田　房　ヨシノ 96 さ ぬ き 市 前 頭 ７ 岩　崎　　　勲 96 松 山 市
金　田　　　進 96 松 山 市 前 頭 ８ 中　井　吉太郎 96 観 音 寺
長　町　律　子 96 高 松 市 前 頭 ９ 森　本　政　一 96 徳 島 市
安　岡　伊　佐 96 高 知 市 前 頭 10 正　岡　笑　子 95 新 居 浜 市
井　出　憲　博 95 今 治 市 前 頭 11 木　内　康　雄 95 松 山 市
梅　本　安　則 95 東 京 都 前 頭 12 鈴　木　冨　子 95 高 松 市
山　口　幸　子 95 高 松 市 前 頭 13 安　井　　　瑛 95 高 松 市
仁　田　若　利 95 牟 岐 町 前 頭 14 雲　財　　　定 95 徳 島 市
岩　川　　　進 95 四 万 十 町 前 頭 15 福　原　　　亨 95 高 知 市
住　江　逸　勝 95 香 南 市 前 頭 16 　

長 寿 番 付

※昭和２年生まれの方を掲載させて頂きました。年齢は令和４年３月末の満年齢です。

※大正生まれの方を掲載させていただきました。年齢は令和４年３月末の満年齢です。

3/4現在で作業 変更？
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四
国
電
友
会
、
並
び
に
愛
媛
電
友
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
10
月
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
掲
載
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
会
員

の
方
か
ら
前
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
記
事
を
見
る
こ
と

が
出
来
な
い
と
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
次
の
記
事

を
掲
載
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

四
国
電
友
会

〈
復
活
掲
載
〉

　

○
電
友
会
会
報

　

○
四
国
電
友
会
の
歩
み

　

○
趣
味
の
作
品
展

　

○
四
国
電
電
ビ
ル
物
語

　

○
四
国
電
電
ス
ポ
ー
ツ
物
語　

　

○
社
内
広
報
誌

　
　

◦
電
信
電
話　

表
紙
絵

　
　

◦
電
電
四
国　

目
次

　

○
雷
漬
け　

(

全
国
お
国
自
慢)

〈
新
規
掲
載
〉

　

○
電
友
会
入
会
申
込

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
に
つ
い
て

　

愛
媛
電
友
会

〈
復
活
掲
載
〉

　

○
俳
句

　

○
男
の
料
理
教
室

　

令
和
４
年
４
月
１
日
付
で
、
四
国
電
友
会
事
務
局

長
が
交
代
し
ま
す
。

　
　

四
国
事
務
局
長　
　

木
田　

誠
剛
（
退
任
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⇧

　
　

愛
媛
事
務
局
長　
　

柳
原　

寛
信

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⇧

　
　

採　
　
　
　

用　
　

岩
田　

真
一

　

令
和
４
年
１
月
か
ら
３
月
ま
で
短
い
間
で
し
た

が
、
再
登
板
し
仕
事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
四
国
電
友
会
の
事
務
局
運
営
は
、
柳
原
が

や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
柳
原
の
後
任
（
愛
媛
電
友
会
事
務
局
長
）

は
岩
田
で
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
と
新
人
で
仲
良
く
頑
張
っ
て
行
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
木
田
）

☆
四
国
電
友
会
事
務
局
長
交
代
に
つ
い
て
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い
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
で
延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
作
品
展
は
第
８
回
目
か
ら
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
共
催

と
し
て
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
、
現
役
の
社
員
の

方
々
か
ら
も
沢
山
の
作
品
応
募
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
程
及
び
応
募
方
法
等
に
つ
き
ま
し
て
は
本

会
報
に
同
封
し
て
い
ま
す
「
第
９
回
愛
媛
電
友
会
・

Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
趣
味
の
作
品
展
」
の
案
内
に
記
載

し
て
い
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
応
募
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

◦
開
催
場
所　

愛
媛
美
術
館　

南
館
３
Ｆ

◦
開
催
期
間　

 

令
和
４
年
９
月
14
日
㈬
～ 

令
和
４
年
９
月
18
日
㈰
〈
５
日
間
〉

　

開
催
時
間
：
９
時
40
分
～
18
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
最
終
日
は
15
時
迄
）

◦
作
品
搬
入　

令
和
４
年
９
月
13
日
㈫

　
　
　
　
　
　
　
　
　

10
時
30
分
～
12
時

◦
作
品
搬
出　

令
和
４
年
９
月
18
日
㈰

　
　
　
　
　
　
　
　
　

15
時
～
16
時

支
部
だ
よ
り

　

令
和
４
年
度
の
年
会
費
３
、０
０
０
円
（
期
間
：

令
和
４
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
３
月
31
日
）
の

払
込
用
紙
を
4
月
会
報
に
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
納

入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
よ
り
払
込
方
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
夫
婦
会
員
は
お
二
人
で
４
、５
０
０
円
）

で
す
の
で
、
ご
主
人
様
の
封
筒
に
払
込
用
紙
を
封
入

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

年
会
費
納
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

◦ 

払
込
用
紙
に
て
納
入
さ
れ
る
方
は
、
６
月
30
日
㈭

ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

◦ 
郵
便
局
の
自
動
払
込
の
方
は
、
６
月
15
日
㈬
で
引

落
し
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
第
61
回
定
期
総
会
及
び
引
き
続
い

て
行
う
懇
親
会
に
つ
い
て
コ
ロ
ナ
禍
の
開
催
に
つ
い

て
３
月
９
日
㈬
に
会
長
、副
会
長
、常
任
幹
事
等
の
参

加
の
も
と
検
討
し
ま
し
た
の
で
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

愛
媛
電
友
会
の
総
会
及
び
懇
親
会
に
つ
い
て
は
①

Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
支
店
に
よ
る
開
催
可
否
の
判
断
、
②
四

国
地
方
本
部
の
総
会
及
び
懇
親
会
が
終
わ
っ
た
後
で

の
開
催
が
基
本
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
令
和
４
年

度
の
総
会
審
議
に
つ
い
て
は
会
員
を
一
堂
に
会
し
て

開
催
す
る
こ
と
は
困
難
と
判
断
し
、
過
去
２
年
間

行
っ
た
よ
う
に
書
面
審
議
に
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
懇
親
会
に
つ
い
て
は
沢
山
の
開
催
要
望
を

踏
ま
え
、
参
加
希
望
者
を
分
散
し
た
形
式
で
開
催
す

る
方
向
で
、
時
期
に
つ
い
て
は
コ
ロ
ナ
感
染
状
況
及

び
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
参
加
可
否
を
確
認
の
上
、
後
日
（
第

３
四
半
期
頃
）
に
開
催
日
時
及
び
場
所
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

愛
媛
愛
媛
愛
媛

令
和
４
年
度
・
愛
媛
電
友
会
年
会
費
の
納
入

の
お
願
い

第
61
回
愛
媛
電
友
会
定
期
総
会
及
び

懇
親
会
の
開
催
方
法
に
つ
い
て

　

平
成
17
年
に
第
１
回
作
品
展
を
開
催
し
て
か
ら
２

年
毎
に
行
っ
て
き
ま
し
た
愛
媛
電
友
会
・
趣
味
の
作

品
展
の
第
９
回
目
の
開
催
を
令
和
４
年
度
に
開
催
い

た
し
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
昨
年
が
９
回
目
の
開
催
年
で
11
月

の
開
催
に
向
け
て
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
進
め
て

第
９
回
趣
味
の
作
品
展
開
催
の
お
知
ら
せ
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昭
和
53
年
11
月
に
有
志
41
名
に
よ
り
発
足
し
た

「
園
芸
ク
ラ
ブ
（
現
会
員
数
：
27
名
）」
は
令
和
４
年

３
月
31
日
㈭
を
持
っ
て
43
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
解

散
を
致
し
ま
し
た
。

　

長
ら
く
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
は
園
芸
に
関
す
る

知
識
の
共
有
や
実
践
の
技
術
に
つ
い
て
勉
強
会
を
さ

れ
る
と
と
も
に
各
地
へ
の
園
芸
見
学
旅
行
等
の
ク
ラ

ブ
運
営
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
解
散
に
あ
た
っ
て
は
残
っ
て
い
ま
し
た
会

費
を
商
品
券
に
て
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
分
配
を
致

し
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
会
員
各
位
の
今
後
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
し
ま
す
。

　

電
友
会
の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
代
表
者
と
事
務
局
と

の
情
報
共
有
の
場
と
し
て
、
本
来
年
度
末
に
「
サ
ー

ク
ル
代
表
者
会
議
」
を
開
催
の
予
定
で
し
た
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
り
開
催
を
断

念
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
事
務
局
か
ら
各
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
に
電

話
を
行
い
、
各
サ
ー
ク
ル
の
現
状
の
活
動
状
況
及
び

課
題
等
を
お
聞
き
し
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

具
体
的
な
活
動
内
容
を
共
有
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

や
は
り
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で
ほ
と
ん
ど

の
サ
ー
ク
ル
が
活
動
休
止
状
態
で
す
が
、
そ
の
中
で

も
ボ
ウ
リ
ン
グ
サ
ー
ク
ル
の
「
ひ
ま
わ
り
会
」
は
継

続
し
た
活
動
を
行
い
、
ま
た
囲
碁
サ
ー
ク
ル
も
２
月

は
休
ん
だ
も
の
の
ほ
ぼ
継
続
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
が
収
束
す
れ
ば
「
歌
い
た
い
ね
ー
」
と
カ

ラ
オ
ケ
サ
ー
ク
ル
か
ら
声
が
上
が
る
な
ど
、
今
後
の

サ
ー
ク
ル
活
動
の
活
性
化
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
で
、
各
サ
ー
ク
ル
活
動
に
興
味
が

あ
る
方
は
、
高
知
電
友
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。（

電
話
０
８
８-

８
０
４-

０
５
６
６
）

高
知
高
知
高
知

香
川
香
川
香
川

園
芸
ク
ラ
ブ
解
散
の
お
知
ら
せ

サ
ー
ク
ル
の
活
動
状
況
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<イベント情報>
■電友会イベント

４　　月 ５　　月 ６　　月 第２四半期

愛 　 媛

・四国会報198号郵送
　（４月下旬）
・四国地方本部総会
　（書面審議）
・趣味の作品展
　第１回実行委員会
・サークル支援金交付
　（４月下旬）

・第61回愛媛電友会
　総会（書面審議）
・趣味の作品展
　第２回実行委員会

・年会費郵便振替
　（6/15）
・年会費納入締切日
　（6/30）
・趣味の作品展
　第３回実行委員会
・親睦ゴルフ委員会
　（６月中旬）

・四国会報199号発送
・四国総会の懇親会
　（７月予定）
・親睦ゴルフ開催検討
・親睦旅行実施検討
・第９回趣味の作品展
　（9/14～18）

香 　 川

・四国会報198号郵送
　（４月下旬）
・四国地方本部総会
　（書面審議）

・香川電友会総会
　（集合は中止、書面

決議）

・年会費郵便振替
　（6/20）

・四国会報199号郵送

徳 　 島

・四国会報198号郵送
　（４月下旬）
・四国地方本部総会
　（書面審議）
・役員会議
　（４月下旬予定）

・第61回徳島電友会
　総会（書面決議）
・花植会
　（５月中旬）

・年会費郵便振替
　（6/10）

・四国会報199号発送
・徳島会報129号発送
・吉野川清掃
　（７月上旬）
・役員会議、
　サークル代表者会議
　（７月上旬）

高 　 知

・四国会報198号郵送
　（４月下旬）
・四国地方本部総会
　（書面審議）

・高知電友会総会
　（書面決議）

・年会費郵便振替
　（6/10）

・四国会報199号発送
・高知会報228号発送

４　　月 ５　　月 ６　　月 第２四半期

愛 　 媛

・松山お城まつり
　（4/3）
・松山市議会選挙
　（4/24）

・いかざき大凧合戦
　（5/5）

香 　 川

・こんぴら歌舞伎大芝居
　（公演見送り）

・高松春の祭り
　（5/3～5/4：予定）
・丸亀お城祭り
　（5/3～5/4：
　　　　 一部中止）

・観音寺銭形まつり
　（7/中洵：未定）
・さかいで大橋まつり
　（8/6～8/8：予定）
・さぬき高松まつり
　（8/12～8/14：予定）

徳 　 島 ・阿波踊りイベント
　「紡ぐ」（4/29）

・阿波踊り（徳島市）
　（8/12～8/15）

高 　 知

・土佐のおきゃく2022
　コロナ禍でも楽しめ

る内容で３～６月に
分散開催準備中です

・第34回Ｔシャツア
ート展

　（黒潮町入野の浜）
　（5/1～5）
・かつお祭り
　（中土佐町）（5/14）

■地域イベント

■ 新年度も高知県観光キャンペーン「リョーマの休日」の観光イベントを各地でが準備中です、
お楽しみに！

　高知県庁ホームページなどでお確かめください。

●JR四国観光列車「志国土佐　時
ト

代
キ

の夜明けのものがたり」　４～６月運行予定
　土讃線　高知駅～窪川駅間　毎土曜日・日曜日（及び5/3 ～ 5含む）
　ごめん・なはり線　高知駅～奈半利駅間　４～６月の毎金曜日（5/6を除く）
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愛
媛
電
友
会
の
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
は
、
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
を
通
じ
て
「
会
員
相
互
の
親
睦
と
健
康

増
進
」
と
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
地
域
の
青
少
年
等
の

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
技
術
の
向
上
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
会
員
は
愛
媛
を
中
心
（
香

川
、
徳
島
及
び
高
知
の
各
県
に
数
名
づ
つ
）
に
31
名

で
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
会
社
の
Ｏ
Ｂ
の
ほ
か
、
現
役

社
員
や
会
員
の
奥
様
も
若
干
名
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
松
山
市
の
石
手
川
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
で
土
日
午
後
を
主
体
に
ク
ラ
ブ
練
習
と
な
っ
て
い

ま
す
が
、
一
昨
年
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
使

用
制
限
も
あ
っ
て
練
習
が
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
大
会
や
各
県
の
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
大
会
も
中
止
も
相
次
ぎ
、
サ
ー
ク
ル
会
員
の
活
躍

の
場
が
少
な
く
な
っ
て
残
念
な
思
い
を
し
て
い
ま

す
。
例
年
で
あ
れ
ば
、サ
ー
ク
ル
で
も
春
と
秋
の「
親

睦
テ
ニ
ス
大
会
」
と
夜
の
懇
親
会
を
開
催
し
て
、
会

サ
ー
ク
ル
紹
介

愛
媛
愛
媛
愛
媛

☆
「
Ｎ
Ｔ
Ｔ-
Ｏ
Ｂ 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
」

小
野　

芳
春
さ
ん
（
松
山
市
）

《NTT-OBソフトテニスサークル　2021秋の親睦大会》

員
相
互
の
親
睦
を
深
め
て
お
り
ま
し
た
が
、
秋
の
親

睦
テ
ニ
ス
大
会
（
懇
親
会
な
し
）
の
実
施
の
み
と
な

り
ま
し
た
。

　

青
少
年
等
の
指
導
で
は
、
松
山
市
と
東
温
市
の
小

学
生
テ
ニ
ス
教
室
で
会
員
の
吉
川
さ
ん
と
品
部
さ
ん

が
毎
週
土
曜
日
に
、
ま
た
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
ラ
ブ
で
は

越
智
さ
ん
が
コ
ー
チ
を
続
け
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

は
吉
川
さ
ん
が
指
導
す
る
松
山
ジ
ュ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の

活
動
が
認
め
ら
れ
、「
内
閣
総
理
大
臣
表
彰
」
を
受

賞
し
ま
し
た
。
当
ク
ラ
ブ
も
今
年
度
日
本
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
連
盟
か
ら
「
優
良
団
体
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
は
年
齢
に
応
じ
て
楽
し
め
る
生
涯
ス

ポ
ー
で
す
の
で
、
一
緒
に
爽
や
か
な
汗
を
流
し
ま
せ

ん
か
。
興
味
の
あ
る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
先　

Ｎ
Ｔ
Ｔ-

Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　
　
　
　

小
野　

芳
春

　
　
　
　

電
話
０
８
０-

２
９
７
２-

３
４
６
７
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〇
仕
事
を
終
わ
っ
て

　

私
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
四
国
を
平
成
17
年
６
月
30
日
に
退
職

し
ま
し
た
。
前
年
に
母
が
交
通
事
故
で
死
亡
し
た
こ

と
で
、
香
川
へ
帰
る
必
要
か
ら
少
し
早
め
で
し
た
が

後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
最
後
の
勤
務
地（
松
山
）

を
あ
と
に
し
て
ふ
る
さ
と
香
川
へ
帰
っ
て
き
ま
し

た
。

　

当
時
の
上
司
の
配
慮
に
よ
り
、
子
会
社
の
ネ
オ
メ

イ
ト
サ
ー
ビ
ス
四
国
香
川
支
店
で
契
約
社
員
と
し
て

電
柱
敷
地
管
理
業
務
に
約
３
年
間
勤
め
た
後
、
縁
が

あ
っ
て
平
成
21
年
４
月
に
工
事
会
社
の
協
和
エ
ク
シ

オ
四
国
支
店
で
雇
用
さ
れ
約
11
年
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
令
和
２
年
６
月
末
に
協
和
エ
ク
シ
オ
を
完
全
に

退
き
、
通
算
52
年
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
了
し

ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
時
代
、
協
和
エ
ク
シ
オ
時
代
と
ア
ク
セ
ス

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
業
務
に
携
わ
り
、設
備
の
計
画
・

発
注
、
工
事
の
実
施
と
経
験
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
通
信
設
備

の
精
緻
で
丈
夫
な
設
備
作
り
に
ま
じ
め
に
取
り
組
ん

で
き
た
線
路
屋
の
一
員
と
し
て
仕
事
を
終
わ
れ
た
の

　
「
私
の
健
康
法
シ
リ
ー
ズ
」
の
原
稿
依
頼
を
受
け
、

私
で
よ
い
の
か
と
迷
い
ま
し
た
が
通
院
も
な
く
薬
の

服
用
も
な
く
、
そ
こ
そ
こ
の
生
活
が
出
来
て
い
る
の

で
お
受
け
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
一
に
健
康
な
体
で
産
ま
れ
、
戦
後
の
苦
し

い
生
活
の
中
無
事
育
て
て
貰
っ
た
こ
と
で
す
。
そ
し

て
小
中
高
の
12
年
間
２
キ
ロ
の
道
を
皆
勤
で
歩
い
た

こ
と
に
よ
り
、
体
の
基
礎
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

退
職
後
の
黄
金
期
で
あ
る
林
住
期
を
迎
え
て
水
泳

を
始
め
、
20
年
間
泳
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
40
代
か
ら
ヨ

ガ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
80
才
ま
で
続
け
て
体
の
手

当
て
を
あ
る
程
度
理
解
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

夫
の
介
護
に
時
間
が
と
ら
れ
、
ヨ
ガ
も
水
泳
も
年
令

と
共
に
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
は
百
才
体
操
に
週
１
回
通
っ
て
、
生
活
の
中
で

日
常
的
に
動
楽
体
操
を
心
が
け
て
お
り
ま
す
。

　

健
康
な
生
活
を
送
る
為
に
は
精
神
的
な
も
の
が
大

い
に
影
響
す
る
と
思
い
ま
す
。
心
に
栄
養
を
与
え
潤

い
を
持
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
、

健
康
の
ペ
ー
ジ

☆
す
こ
や
か
な
心
と
体中

西　

甫
子
さ
ん
（
鳴
門
市
）

音
楽
や
書
や
絵
に
親
し
み
、
時
間
を
見
つ
け
て
読
書

に
励
ん
で
い
ま
す
。
す
べ
て
自
分
一
人
で
楽
し
め
る

の
で
遊
行
期
に
入
っ
た
今
、
ス
リ
ム
な
生
活
を
目
ざ

し
な
が
ら
一
日
の
時
間
を
濃
く
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ

う
努
力
し
て
い
ま
す
。

　

日
常
の
生
活
の
中
で
フ
ッ
と
思
い
つ
い
た
川
柳
が

新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
り
、
連
合
に
よ
る
文
化
展
の
書

道
で
第
十
回
特
別
審
査
員
賞
、
昨
年
第
十
二
回
シ
ニ

ア
特
別
賞
を
戴
き
、
盾
と
賞
金
を
貰
い
ま
し
た
。
年

令
を
重
ね
て
も
悪
い
事
ば
か
り
で
は
な
く
、
さ
さ
や

か
な
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。

　

幸
せ
を
探
し
て
身
体
を
手
当
て
し
な
が
ら
、
健
康

な
体
と
心
で
過
ご
せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
も
新
し
い
年
を
心
新
た
に
悔
い
な
く
、
お
元

気
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り
ま
す
。

※
健
康
は
、心
と
体
が
大
事
な
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
元
気
な
体
と
心
で
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
）

ド
キ
ュ
メ
ン
ト

☆
「
健
康
で
あ
る
こ
と
の
あ
り
が
た
さ
」

渡
辺　

伸
一
さ
ん
（
東
か
が
わ
市
）
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を
誇
り
に
感
じ
て
お
り
ま
す
。

〇
株
式
投
資
の
勧
め

　

現
在
、自
宅
で
は
妻
と
私
の
二
人
暮
ら
し
で
す
が
、

ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
朝
晩
の
散
歩
、
ネ
ッ
ト
で
ニ
ュ
ー
ス

チ
ェ
ッ
ク
、
株
価
の
チ
ェ
ッ
ク
、
気
に
入
っ
た
株
の

購
入
・
売
約
を
行
う
、
こ
れ
は
本
当
に
面
白
い
、
頭

の
体
操
に
最
適
で
す
。
株
を
始
め
た
の
が
完
全
に
リ

タ
イ
ア
し
た
令
和
２
年
か
ら
で
、
ち
ょ
う
ど
、
日
経

平
均
株
価
が
１
万
６
千
円
か
ら
２
万
円
越
え
を
し
た

時
で
す
。
誰
で
も
一
部
上
場
の
堅
実
な
会
社
を
選
ん

で
い
れ
ば
利
益
が
出
る
時
期
で
し
た
。
今
は
コ
ロ
ナ

禍
が
収
ま
ら
ず
不
安
定
な
動
き
で
す
が
、
優
秀
な
日

本
企
業
を
信
じ
て
株
式
を
求
め
る
の
も
長
い
目
で
み

れ
ば
お
勧
め
で
す
。
現
在
の
株
価
は
２
万
７
千
円
。

ス
マ
ホ
で
売
買
で
き
、
手
数
料
も
0.1
％
と
コ
ス
ト
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
良
い
。
株
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
世

の
中
へ
の
好
奇
心
が
衰
え
な
い
。
冷
静
に
世
の
中
が

見
え
る
。た
だ
買
う
株
は
上
が
る
と
信
じ
て
い
る
が
、

裏
切
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

《欲しかったクラウンを購入しました…　株のお蔭》

《志度カントリ―　後方にみえるのは小豆島》

〇
ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い

　

ゴ
ル
フ
は
平
成
21
年
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
た
時
に
知

人
に
勧
め
ら
れ
て
会
員
権
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
な

か
な
か
上
達
は
し
ま
せ
ん
が
、
月
４
回
コ
ー
ス
に
出

る
（
ホ
ー
ム
コ
ー
ス
は
志
度
Ｃ
Ｃ
：
西
の
川
奈
Ｃ
Ｃ

と
呼
ば
れ
る
風
光
明
媚
な
シ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス
）
こ

と
を
健
康
維
持
の
一
つ
と
し
て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ベ
ス
ト
ス
コ
ア
は
85
、
い
つ
か
は
ハ
ー
フ
30
台
を
心

に
秘
め
て
お
り
ま
す
。
普
段
の
時
間
が
あ
る
と
き
は

夕
方
に
は
近
く
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
で
の
打
ち
っ
ぱ
な

し
で
筋
肉
の
衰
え
を
カ
バ
ー
し
て
お
り
ま
す
。
始
め

た
頃
は
「
70
才
ま
で
ゴ
ル
フ
」、
今
は
「
80
才
ま
で

ゴ
ル
フ
を
す
る
」
身
体
を
維
持
し
た
い
。

〇
病
気
と
の
付
き
合
い

　

65
才
の
時
、
人
間
ド
ッ
ク
で
肺
の
異
常
が
わ
か
り

精
密
検
査
の
結
果
、
右
肺
に
ガ
ン
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
生
体
検
査
の
結
果
「
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
」
と
判
定
さ

れ
、
診
断
し
た
医
師
か
ら
「
良
か
っ
た
、
良
か
っ
た
」

と
早
期
発
見
を
喜
ん
で
も
ら
い
、
当
方
は
ガ
ン
と
宣

告
さ
れ
た
の
に
変
な
激
励
を
さ
れ
ま
し
た
。
68
才
で

左
肺
に
異
常
あ
り
と
判
断
さ
れ
少
し
切
除
手
術
を
行

い
、
生
体
検
査
の
結
果
や
は
り
ガ
ン
を
患
っ
て
い
ま

し
た
。
転
移
で
は
な
く
別
の
種
類
の
ガ
ン
で
あ
っ
た

ら
し
い
。
71
才
の
健
康
診
断
で
今
度
は
「
前
立
腺
ガ

ン
」
が
分
か
り
、
こ
れ
は
医
師
曰
く
肺
と
は
違
う
の
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☆ 

囲
碁
教
室
を
通
じ
た
青
少
年
育
成

岡
村　

純
雄
さ
ん
（
松
山
市
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介

　

松
山
市
北
部
に
位
置
す
る
下
伊
台
町
は
、
松
山
市

の
ベ
ッ
ト
タ
ウ
ン
的
な
街
と
し
て
人
口
６
、４
０
０

人
を
数
え
、
多
く
の
会
社
勤
務
の
方
々
が
住
ん
で
い

ま
す
。

　

そ
の
下
伊
台
に
お
住
ま
い
の
岡
村
純
雄
さ
ん
（
84

才
）
は
ご
自
分
の
趣
味
で
も
あ
る
囲
碁
を
地
域
の
子

供
達
に
囲
碁
教
室
を
構
え
教
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
囲
碁
教
室
は
平
成
25
年
の
秋
口
に
自
治
会
長

よ
り
『
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
起
爆
剤
の
一
つ

と
し
て
“
囲
碁
サ
ー
ク
ル
”
を
結
成
し
て
ほ
し
い
と

の
要
請
を
受
け
、
同
年
12
月
に
伊
台
老
人
ク
ラ
ブ
の

中
に
囲
碁
サ
ー
ク
ル
「
伊
台
碁
友
会
」
を
結
成
し
、

そ
の
活
動
方
針
の
中
に
児
童
の
健
全
な
発
育
の
一
助

と
し
て
『
児
童
へ
の
囲
碁
の
手
ほ
ど
き
』
を
掲
げ
、

始
め
ま
し
た
。

　

子
供
た
ち
へ
の
指
導
は
、
ま
ず
〈
囲
碁
と
は
ど
ん

な
ゲ
ー
ム
か
〉
に
つ
い
て
教
え
実
践
の
手
ほ
ど
き
を

行
い
ま
し
た
。

　

そ
し
て
平
成
27
年
に
は
地
元
の
旭
中
学
校
へ
も
指

導
に
行
く
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
は
、
学
童
保
育
施

で
、
全
て
取
り
ま
し
ょ
う
と
な
り
、
香
川
医
大
で
全

摘
手
術
（
ロ
ボ
ッ
ト
手
術
）
を
行
い
ま
し
た
。
定
期

的
健
康
診
断
の
実
施
を
怠
ら
ず
身
体
の
ケ
ア
を
し
て

い
れ
ば
寿
命
を
全
う
で
き
る
。
医
学
の
進
歩
は
本
当

に
素
晴
ら
し
く
、
ガ
ン
の
薬
も
日
新
月
歩
で
進
ん
で

い
る
そ
う
で
す
。
手
術
後
３
ヵ
月
は
ゴ
ル
フ
を
休
み

ま
し
た
が
、
そ
の
後
は
前
と
変
わ
ら
ず
プ
レ
ー
で
き

て
お
り
ま
す
。

〇
地
域
へ
の
恩
返
し

　

退
職
後
は
地
元
へ
の
恩
返
し
の
気
持
ち
を
込
め

て
、
水
利
組
合
の
組
合
長
を
や
り
、
地
元
で
は
今
で

も
若
手
で
す
。
昨
年
（
退
職
後
）
初
め
て
美
味
し
い

お
米
が
で
き
た
の
で
す
が
、
水
管
理
他
、
作
物
に
丹

精
を
込
め
る
と
い
う
感
覚
を
初
め
て
経
験
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
煩
悩
に
悩
み
な
が
ら
も
枯
れ
る
こ
と

な
く
健
康
を
保
ち
な
が
ら
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
楽
し

み
に
生
き
て
い
け
た
ら
と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

設
の
入
所
待
ち
を
し
て
い
る
待
機
児
童
に
も
囲
碁
の

手
ほ
ど
き
を
教
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

や
が
て
（
平
成
30
年
頃
）、
旭
中
学
校
に
松
山
市

で
唯
一
の
囲
碁
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
岡

村
さ
ん
は
囲
碁
指
導
員
と
し
て
毎
週
３
日
（
月
・
水
・

金
曜
日
）
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
小
学
児
童
の
第
14
回
及
び
第
15
回
文

部
科
学
大
臣
杯
小
学
校
囲
碁
団
体
戦
全
国
大
会
出
場

に
続
い
て
、
囲
碁
部
員
３
名
が
第
15
回
文
部
科
学
大

臣
杯
中
学
校
囲
碁
大
会
団
体
戦
に
愛
媛
県
代
表
と
し

て
出
場
し
、
さ
ら
に
は
第
39
回
文
部
科
学
大
臣
杯
中

学
校
囲
碁
大
会
個
人
戦
に
も
出
場
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。

　

岡
村
さ
ん
が
子
供
達
を
指
導
す
る
に
あ
た
っ
て
基

本
と
し
て
い
る
こ
と
は
、
棋
力
の
向
上
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
よ
り
も
①
囲
碁
は
「
礼
に
始
ま
り
、
礼
に

終
わ
る
」
と
し
て
礼
儀
を
重
ん
じ
る
心
の
醸
成
、
②

囲
碁
は
人
間
教
育
の
一
環
で
あ
る
こ
と
、
③
囲
碁
が

出
来
る
環
境
を
作
っ
て
下
さ
っ
た
両
親
や
周
り
の

方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い
こ
と
、
こ
の

３
点
を
大
切
に
し
て
指
導
し
て
い
ま
す
。

　

岡
村
さ
ん
は
こ
の
活
動
に
お
い
て
子
供
た
ち
か
ら

は
「
先
生
！
先
生
！
」
と
慕
わ
れ
元
気
を
貰
い
、
保

護
者
の
方
々
か
ら
は
感
謝
さ
れ
、
大
変
喜
ん
で
い
ま

す
。

　

こ
の
活
動
が
い
つ
ま
で
出
来
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
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が
、
子
供
た
ち
の
自
主
性
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
、

ま
た
後
継
者
を
育
み
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
そ
う

で
す
。

《囲碁教室で指導する岡村さん
（黒い帽子に黒い服で指導する岡村さん）》

《第1回伊台地区小中学生囲碁大会写真
（後列左から3人目）》

☆ 

趣
味
を
活
か
し
た
少
年
野
球
教
室

田
渕　

修
三
さ
ん
（
松
山
市
）

　

松
山
市
在
住
の
田
渕
修
三
さ
ん
（
70
才
）
は
昭
和

49
年
に
電
電
公
社
四
国
電
気
通
信
局
に
採
用
さ
れ
、

同
時
に
電
電
野
球
部
に
入
り
都
市
対
抗
出
場
を
目
指

し
昭
和
52
年
ま
で
３
年
間
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
渕
さ
ん
は
電
電
野
球
部
を
卒
業
後
、
地
元
の
大

洲
市
長
浜
町
で
子
供
達
に
野
球
を
教
え
る
こ
と
を
思

い
つ
き
、
今
日
ま
で
45
年
間
少
年
野
球
チ
ー
ム
『
長

浜
ボ
ー
イ
ズ
』
の
指
導
を
、
毎
週
の
土
日
に
な
る
と

自
宅
か
ら
約
50
㎞
の
道
程
を
マ
イ
カ
ー
で
通
い
熱
心

な
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
、
自
分
自
身
が

中
学
・
高
校
・
大
学
で
野
球
を
通
じ
て
教
え
て
頂
い

た
監
督
や
先
輩
及
び
同
僚
と
後
輩
等
か
ら
の
礼
儀
や

マ
ナ
ー
と
、
野
球
に
取
り
組
ま
せ
て
貰
っ
た
両
親
等

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
子
供
達
に
も
経
験
さ
せ
て
、
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立
派
な
プ
レ
イ
ヤ
ー
と
し
て
社
会
へ
羽
ば
た
い
て
貰

い
た
い
と
の
想
い
で
し
た
。

　

こ
の
活
動
を
始
め
た
頃
は
子
供
達
も
試
合
が
出
来

る
く
ら
い
沢
山
い
ま
し
た
が
、
長
浜
町
も
少
子
高
齢

化
が
進
み
、
子
供
の
数
も
減
少
し
野
球
に
必
要
な
９

人
を
集
め
る
が
大
変
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で
す
が
、

教
え
た
子
供
た
ち
が
「
長
浜
ボ
ー
イ
ズ
」
を
卒
業
し

高
校
野
球
等
で
活
躍
す
る
姿
を
見
る
と
何
に
も
代
え

が
た
い
喜
び
を
感
じ
た
そ
う
で
す
。

《最後列右端が田渕修三さん》

　

現
在
は
チ
ー
ム
の
監
督
は
離
れ
代
表
の
立
場
で
指

導
し
て
い
ま
す
が
、
身
体
の
動
く
限
り
「
長
浜
ボ
ー

イ
ズ
」
の
成
長
に
加
え
未
来
の
大
谷
選
手
の
よ
う
な

選
手
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
、
こ
の
活
動
を
続

け
て
い
く
そ
う
で
す
。

◇　

明
野　
　

寿
（
大
阪
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

現
在
、
大
阪
に
住
ん
で
い
ま
す
。

　

去
年
、父
が
亡
く
な
り
コ
ロ
ナ
禍
で
久
々
に
実
家
、

松
山
に
帰
郷
。
父
も
電
電
公
社
人
で
あ
っ
た
た
め
、

Ｏ
Ｂ
の
方
々
、
同
僚
等
お
電
話
、
お
供
え
等
頂
き
、

ま
た
叙
勲
申
請
可
と
の
連
絡
が
あ
り
、
旧
支
社
ビ
ル

で
現
役
の
方
々
と
も
会
え
、
手
続
等
で
き
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
事
が
思
い
出
せ
、
皆
様
に
感
謝

し
、
こ
れ
も
父
の
お
か
げ
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
の
生
活
は
、趣
味
主
体
の
典
型
的
な
退
職
生
活
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ジ
ョ
グ
・
声
楽
・
旅
行
・
囲
碁
・

英
会
話
初
級
と
少
し
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
傍
か
ら
見

る
と
極
々
普
通
で
す
が
、
一
生
懸
命
生
き
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◇　

天
野　

耕
三
（
松
山
市　

Ｈ
23
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
て
11
年
余
り
に
な
り
ま
し
た
。

退
職
後
は
、
通
建
会
社
で
10
年
間
お
世
話
に
な
り
、

現
在
も
関
連
会
社
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
が
、
も
う

少
し
で
リ
タ
イ
ア
で
す
。

私
は
今

　

今
月
号
は
最
近
仕
事
を
リ
タ
イ
ア
し
た
方
々
を
中

心
に
近
況
報
告
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
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こ
れ
と
言
っ
て
趣
味
も
な
い
た
め
、
余
生
は
何
を

し
て
過
ご
そ
う
か
と
思
案
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
前
は
、

年
に
数
回
、
京
都
、
和
歌
山
の
神
社
仏
閣
巡
り
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
こ
２
年
は
コ
ロ
ナ
の
関
係
で

旅
行
も
控
え
て
お
り
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
い
ま

す
。

　

早
く
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
、
足
腰
が
元
気
な
う
ち

に
旅
行
を
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
今
日
こ
の

頃
で
す
。

格
二
十
霊
場
参
り
、
近
辺
の
ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト

鑑
賞
、
少
し
の
稲
作
等
で
暇
を
つ
ぶ
し
て
い
ま
す
。

　

三
豊
市
文
化
施
設
マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ
の
ゴ
ス
ペ
ル

コ
ー
ラ
ス
の
チ
ラ
シ
が
目
に
と
ま
り
加
入
、
月
２
回

の
練
習
に
通
い
、
三
豊
市
文
化
協
会
の
発
表
会
で
ス

テ
ー
ジ
デ
ビ
ュ
ー
、
昨
年
は
４
回
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち

ま
し
た
。英
語
で
歌
う
の
で
暗
譜
す
る
の
に
一
苦
労
、

カ
タ
カ
ナ
で
ル
ビ
を
ふ
り
覚
え
て
い
ま
す
。

◇　

梅
田　

浩
二
（
松
山
市　

Ｒ
３
年
退
）

　

昨
年
３
月
末
の
退
職
を
目
前
に
何
を
し
よ
う
か
と

思
っ
て
い
た
矢
先
、
自
治
体
役
員
を
仰
せ
つ
か
り
、

ご
近
所
様
と
の
交
流
に
よ
り
、
日
頃
か
ら
の
ご
挨
拶

に
加
え
会
話
も
弾
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
念
願
だ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
の
会
員
に
な

り
ス
ト
レ
ス
解
消
等
の
た
め
水
泳
を
中
心
に
通
い
、

今
で
は
仲
間
に
も
恵
ま
れ
充
実
し
た
日
々
を
過
ご

し
、
心
身
共
に
健
康
増
進
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

な
お
、
11
年
前
に
緑
内
障
で
両
目
を
手
術
し
ま
し

た
が
、
車
の
運
転
も
不
可
と
な
り
、
今
は
自
転
車
が

私
の
大
事
な
相
棒
に
な
っ
て
い
ま
す
。

◇　

梅
原　

玲
子
（
土
佐
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

四
国
健
康
管
理
セ
ン
タ
で
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま

し
た
保
健
師
の
梅
原
で
す
。

　

平
成
30
年
に
二
度
目
の
退
職
を
し
、
高
知
に
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
高
知
健
康
管
理
所
の
こ
と
や
、
松
山

で
の
単
身
赴
任
生
活
の
こ
と
な
ど
、
懐
か
し
く
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
、「
梅
原
さ
ん
に

ぴ
っ
た
り
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
」と
言
わ
れ
、縁
あ
っ

て
、
今
の
仕
事
に
就
職
し
、
あ
っ
と
い
う
間
に
４
年

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

職
場
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
障
が
い
者
門
で
、
主

な
仕
事
は
、
難
病
患
者
さ
ん
の
就
労
支
援
や
相
談
業

務
で
す
。
や
り
が
い
を
感
じ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
ま

す
。

◇　

井
下　

洋
司
（
観
音
寺
市　

Ｒ
１
年
退
）

　

退
職
し
て
３
年
目
、
バ
ラ
色
の
年
金
生
活
を
夢
み

て
い
ま
し
た
が
コ
ロ
ナ
禍
、
引
き
こ
も
り
生
活
と
な

り
ま
し
た
。
合
間
を
縫
っ
て
四
国
八
十
八
ヶ
所
、
別
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◇　

門
屋　

文
憲
（
松
山
市　

Ｒ
２
年
退
）

知
人
の
船
に
乗
せ
て
も
ら
い
松
山
市
沖
の
小
魚
等
季

節
毎
の
魚
を
狙
い
船
釣
り
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。

タ
イ
釣
り
（
タ
イ
ラ
バ
）
を
主
に
大
ダ
イ
目
ざ
し
釣

行
し
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
の
瀬
戸
内
海
は
、
水
温
上
昇
・
河
川
の
浄
化

が
進
み
生
態
系
の
異
変
が
お
き
て
、
漁
獲
量
が
減
少

し
て
い
る
状
況
で
す
。

　
「
き
れ
い
な
海
」
か
ら
「
豊
か
な
海
」
に
魚
が
戻
っ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◇　

清
遠　

真
介
（
香
南
市　

Ｈ
27
年
退
）

◇　

大
坪　

豊
亀
（
高
知
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

退
職
し
て
６
年
目
、
60
代
の
半
ば
を
過
ぎ
、
僅
か

な
田
圃
や
家
庭
菜
園
の
作
業
で
も
腰
痛
が
出
る
始

末
、
年
令
を
感
じ
ま
す
。

　

私
の
健
康
法
と
言
え
ば
、
今
ブ
ー
ム
の
中
高
年
の

山
歩
き
。
コ
ロ
ナ
禍
で
も
感
染
の
心
配
が
少
な
い
趣

味
の
内
で
す
が
、
数
人
で
の
泊
や
長
時
間
の
ド
ラ
イ

ブ
は
控
え
て
、
専
ら
四
国
内
で
日
帰
り
登
山
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。

　

し
か
し
夏
場
は
雄
大
な
日
本
ア
ル
プ
ス
方
面
へ
出

掛
け
た
い
で
す
ね
。

　

自
由
な
日
常
が
戻
る
日
々
を
心
待
ち
に
し
、
健
康

と
体
力
の
維
持
を
目
指
し
ま
す
。

◇　

大
西　

淳
子
（
徳
島
市　

Ｈ
29
年
退
）

　

退
職
後
、
以
前
か
ら
欲
し
か
っ
た
ク
ロ
ス
バ
イ
ク

を
購
入
。
買
物
な
ど
は
マ
マ
チ
ャ
リ
に
、
距
離
の
あ

る
所
へ
は
ク
ロ
ス
バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
ま
す
。

　

自
転
車
の
良
い
と
こ
ろ
は
燃
料
不
要
、
気
軽
に
出

掛
け
ら
れ
て
季
節
の
変
化
を
感
じ
ら
れ
る
と
こ
ろ
。

ど
こ
に
で
も
止
め
ら
れ
る
の
で
良
い
景
色
の
写
真
も

撮
れ
ま
す
。
一
緒
に
走
る
仲
間
も
出
来
て
、
山
な
ど

に
登
る
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。
他

に
は
週
１
回
の
水
泳
教
室
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
も
通

い
、楽
し
み
な
が
ら
健
康
維
持
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。《愛車のクロスバイクと》

《うっかりかさご（52㎝）》

《平家平にて》
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《佐田岬半島灯台風景》

　

退
職
と
同
時
に
単
身
赴
任
か
ら
開
放
さ
れ
、
も
う

７
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
す
っ
か
り
地
元
の
生
活
に
も

慣
れ
、
一
年
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
定
着
し
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
落
ち
着
き
ま
し
た
。

　

契
約
社
員
と
し
て
週
３
日
の
業
務
以
外
で
、
地
域

の
公
民
館
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｔ
Ｔ
高
知
Ｏ
Ｂ
会
、

高
退
連
香
土
支
部
、
中
央
東
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
活
動
を
通
じ
て
出
会
い
を
大
切
に
し
、
念
願

で
あ
っ
た
趣
味
の
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
釣
り

は
月
１
～
２
回
の
船
釣
り
と
夏
場
の
鮎
釣
り
で
す
。

◇　

小
松　
　

稔
（
香
美
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

私
は
60
才
半
ば
で
退
職
し
て
か
ら
６
年
余
り
大
型

ト
ラ
ッ
ク
で
稼
い
で
い
ま
す
（
笑
）。
西
日
エ
リ
ア

を
核
に
年
間
11
万
㎞
位
走
行
し
て
い
ま
す
が
、
職
場

は
パ
ワ
ハ
ラ
も
な
く
（
笑
）
仲
間
と
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
体
力
と
深
視
力
が
衰
え
る
迄
の
間
は
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
も
接
種
し
ま
し
た
が

如
何
せ
ん
関
西
圏
で
は
気
が
抜
け
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん

も
感
染
予
防
の
基
本
遵
守
は
も
と
よ
り
自
己
防
衛
に

努
め
て
コ
ロ
ナ
に
打
ち
勝
ち
ま
し
ょ
う
。

◇　

酒
井　
　

始
（
松
山
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

退
職
し
た
ら
、
旅
行
に
も
行
き
た
い
、
趣
味
も
出

来
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
と
な
る
と
こ
れ

と
い
っ
て
何
も
な
く
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
家
族
と
の

ド
ラ
イ
ブ
で
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
縁
あ
っ
て
先
輩
の
紹
介
で
短
時
間

の
軽
作
業
を
す
る
こ
と
と
な
り
、
今
ま
で
の
会
社
時

代
と
は
違
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
方
達
と
の
ト
ー
ク
を
楽

し
み
な
が
ら
、
日
々
働
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
時
々
友
人
達
と
近
場
で
の
ド
ラ
イ
ブ
で
景

色
を
見
た
り
、
食
事
を
し
た
り
し
遊
ん
で
元
気
を
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
早
く
コ
ロ
ナ
が
終
わ
っ
て
、
今
度

こ
そ
遠
く
へ
旅
行
に
行
き
た
い
な
・
・

治
し
て
健
康
な
毎
日
を
過
ご
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

◇　

曽
我
部　

世
司
（
松
山
市　

Ｈ
26
年
退
）

　

平
成
26
年
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
し
、
そ
の
後
グ
ル
ー

プ
会
社
で
あ
る
広
告
通
信
社
で
６
年
９
ヵ
月
勤
務

し
、
昨
年
の
令
和
３
年
６
月
末
を
も
っ
て
43
年
３
ヵ

月
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

　

数
年
前
に
な
り
ま
す
が
、
完
全
退
職
を
し
た
先
輩

の
送
別
会
で
、
代
表
の
方
か
ら
の
挨
拶
で
、
ず
っ
と

囲
い
の
中
の
鎖
に
繋
い
て
い
た
愛
犬
に
対
し
飼
い
主

が
、「
今
日
か
ら
自
由
に
な
れ
よ
と
」
鎖
を
解
き
放

さ
れ
た
瞬
間
、
愛
犬
は
ど
の
よ
う
な
世
界
が
見
え
る

の
か
。
と
言
っ
て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

自
分
に
置
き
換
え
た
時
、
そ
の
世
界
は
直
ぐ
に
は

見
え
な
か
っ
た
で
す
が
、
ま
ず
は
生
活
リ
ズ
ム
を
変

え
る
事
や
健
康
体
で
い
る
事
か
ら
は
じ
め
、
体
が
慣

れ
れ
ば
次
の
段
階
（
趣
味
の
世
界
）
に
進
も
う
と
考

え
て
い
ま
す
。
特
に
健
康
に
関
し
て
は
、
人
間
ド
ッ

ク
で
要
検
査
と
な
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
放
置
し

て
い
て
、
体
の
変
調
が
出
て
検
査
し
た
と
こ
ろ
、
一

昨
年
に
手
術
（
大
腸
）
を
す
る
は
め
に
な
り
ま
し
た

が
、
早
期
に
処
置
し
た
の
で
大
事
に
至
ら
な
か
っ
た

の
が
幸
い
で
し
た
。
こ
れ
を
戒
め
と
し
て
体
の
変
調

か
あ
れ
ば
直
ぐ
に
病
院
で
検
査
す
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

◇　

篠
原　

靖
彦
（
高
松
市　

Ｒ
３
年
退
）

　

昨
年
、
３
月
に
完
全
退
職
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
田
と
畑
の
草
刈
り
、
少
し
の
竹
藪
が
あ
る

の
で
竹
の
子
堀
り
、
秋
に
は
間
伐
し
な
が
ら
日
々
を

過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
年
明
け
か
ら
腰
痛
の
再
発
と
コ
ロ
ナ
で

好
き
な
ゴ
ル
フ
に
行
け
て
い
ま
せ
ん
、
早
く
腰
痛
を
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退
職
後
、
７
ヵ
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
、

子
供
た
ち
３
名
も
既
に
一
人
立
ち
し
て
お
り
、
時
間

が
あ
れ
ば
是
非
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
、
車
中
泊

を
し
な
が
ら
四
国
四
県
を
気
の
向
く
ま
ま
旅
を
す
る

願
望
を
叶
え
る
た
め
、
車
中
泊
に
必
要
な
グ
ッ
ズ
で

あ
る
目
隠
シ
ー
ト
、
ベ
ッ
ト
メ
イ
キ
ン
グ
マ
ッ
ト
、

更
に
は
折
り
た
た
み
机
、
椅
子
、
ア
ル
コ
ー
ル
バ
ー

ナ
ー
な
ど
を
自
作
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
時
間
も
で
き
た
の
で
、
趣
味
の
一
つ
で
あ

る
釣
り
（
船
釣
り
）
を
本
格
的
に
再
開
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。
釣
り
に
関
し
て
は
、
川
釣
り
・
投
釣
り
・

渓
流
釣
り
・
磯
釣
り
・
船
釣
り
・
ハ
イ
カ
ラ
釣
り
（
高

知
浦
戸
）
な
ど
、大
抵
の
釣
り
を
経
験
し
ま
し
た
が
、

こ
の
中
で
も
磯
釣
り
は
高
知
勤
務
の
時
代
に
の
め
り

込
み
、
大
グ
レ
を
求
め
、
宿
毛
港
等
の
渡
船
基
地
で

乗
込
み
、
釣
り
仲
間
と
共
に
沖
ノ
島
や
柏
島
、
武
者

泊
に
通
っ
た
経
験
も
あ
り
、
再
開
し
よ
う
か
と
冷
静

に
考
え
た
時
、
体
力
が
あ
る
若
い
時
は
で
き
た
も
の

の
、
今
は
遠
方
ま
で
の
往
復
運
転
や
起
伏
が
激
し
い

磯
で
の
釣
り
は
体
力
的
に
も
自
信
が
な
い
た
め
断
念

し
、そ
れ
な
ら
と
３
年
程
前
か
ら
船
釣
り
を
復
活
し
、

専
ら
メ
バ
ル
・
鯛
・
ハ
マ
チ
等
の
魚
を
メ
イ
ン
と
し

て
釣
り
に
行
っ
て
ま
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
た
大
学
時
代
の
同
期
会
（
駒
大

野
球
部
）
も
こ
こ
３
年
間
開
催
で
き
て
ま
せ
ん
。
コ

ロ
ナ
が
早
く
収
束
し
て
い
つ
も
の
生
活
に
戻
り
た
い

で
す
ね
。

　

今
年
、
趣
味
の
作
品
展
を
開
催
す
る
と
聞
い
て
い

ま
す
の
で
、
自
己
満
足
で
は
あ
り
ま
す
が
、
今
ま
で

作
成
し
た
作
品
を
展
示
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

武
重　

正
三
（
東
み
よ
し
町　

Ｒ
２
年
退
）

　

先
日
、
３
回
目
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
終
え
て
安
心
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
普

段
か
ら
感
染
予
防
に
は
、
マ
ス
ク
着
用
、
手
洗
い
、

三
密
を
避
け
る
な
ど
、
気
を
付
け
て
行
動
し
て
い
ま

す
。

　

在
宅
機
会
が
多
い
の
で
、
家
周
り
の
草
取
り
や
清

掃
、
片
付
け
作
業
の
毎
日
で
す
。
細
や
か
な
楽
し
み

は
、
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
や
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
を
見

て
世
の
中
の
動
向
を
知
る
こ
と
や
、
ラ
ジ
オ
放
送
も

チ
ェ
ッ
ク
し
て
楽
し
み
な
が
ら
聴
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
コ
ロ
ナ
禍
が
早
く
収
束
す
る
こ
と
を
願
っ
て

健
康
的
な
毎
日
を
過
ご
し
た
い
も
の
で
す
。

◇　

田
鍋　

良
忠
（
松
山
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

退
職
時
、先
輩
に
こ
れ
か
ら
の
10
年
「
楽
し
い
よ
」

と
、
お
声
掛
け
頂
き
、
そ
の
通
り
だ
な
と
日
々
穏
や

か
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

現
役
の
時
は
ず
っ
と
机
に
向
か
う
仕
事
で
し
た
の

で
、
外
の
仕
事
を
と
思
い
電
柱
点
検
と
敷
地
料
支
払

い
の
折
衝
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
、
し
ま
な
み

《前列左から二人目が曽我部さん》 《80㎝のヒラメ》
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海
道
の
島
々
の
電
柱
を
点
検
（
観
光
？
）
し
、
設
備

維
持
に
貢
献
で
き
た
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

週
末
は
妻
と
二
人
、
野
菜
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま

す
。
最
後
に
、
三
女
が
７
月
に
結
婚
す
る
こ
と
と
な

り
、
嬉
し
く
も
あ
り
、
寂
し
く
も
あ
り
、
待
ち
遠
し

い
気
持
ち
で
す
。

◇　

谷
藤　
　

隆
（
東
み
よ
し
町　

Ｈ
25
年
退
）

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
を
退
職
後
、
再
就
職
先
も
平
成
31
年
に
退

職
し
て
や
っ
と
自
宅
の
あ
る
東
み
よ
し
町
に
戻
り
、

米
作
り
を
し
な
が
ら
静
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

　

完
全
退
職
後
は
毎
日
が
日
曜
日
で
あ
る
た
め
、
趣

味
の
磯
釣
り
も
平
日
に
行
け
る
の
で
２
年
前
よ
り
回

数
が
か
な
り
増
え
て
い
ま
す
が
、
釣
果
は
あ
ま
り
増

え
ず
修
行
中
で
す
。

　

最
近
の
状
況
と
し
て
は
孫
も
６
人
と
な
り
、
今
年

の
冬
は
干
し
芋
を
作
っ
て
は
孫
に
送
っ
て
い
ま
す
。

生
芋
で
換
算
す
る
と
約
30
㎏
に
も
な
り
ま
し
た
。

◇　

中
内　

サ
ナ
エ
（
徳
島
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

仕
事
を
や
め
て
３
年
、
在
職
中
は
た
く
さ
ん
の
方

に
お
世
話
に
な
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

退
職
後
、
町
内
会
婦
人
部
で
町
内
会
の
行
事
（
神

社
の
清
掃
活
動
・
リ
サ
イ
ク
ル
資
源
収
集
活
動
等
）

の
お
手
伝
い
を
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
多
く
の

行
事
（
餅
つ
き
大
会
等
）
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
は
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
れ
た
母
と

漫
才
の
よ
う
な
会
話
を
し
な
が
ら
、
孫
か
ら
元
気
パ

ワ
ー
を
も
ら
っ
て
元
気
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

一
日
で
も
早
く
新
型
コ
ロ
ナ
が
収
束
し
て
、
元
の

生
活
に
戻
っ
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

◇　

中
西　
　

弘
（
高
松
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

高
松
診
療
所
を
退
職
し
て
６
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。

現
在
は
高
松
市
内
の
調
剤
薬
局
で
働
き
な
が
ら
忙
し

い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

子
育
て
も
終
わ
っ
て
時
間
に
余
裕
が
で
き
、
現
役

の
時
に
何
か
趣
味
の
一
つ
で
も
始
め
て
お
け
ば
良

か
っ
た
と
後
悔
し
て
い
ま
す
。
毎
年
夫
婦
で
海
外
旅

行
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
た
け
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

で
そ
れ
も
で
き
ず
、
代
わ
り
に
国
内
旅
行
を
楽
し
ん

で
ま
す
。
人
間
ド
ッ
ク
の
結
果
も
問
題
な
か
っ
た
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
気
を
付
け
て
老
後
を
楽
し

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

難
波
江　

猶
樹
（
西
条
市　

Ｈ
27
年
退
）

　

60
才
を
目
前
に
退
職
し
、
今
治
市
社
会
福
祉
協
議

会
に
再
就
職
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
65
才
の
時
に
精

神
保
健
福
祉
の
国
家
資
格
を
取
得
し
て
、
市
内
の
精

神
科
病
院
で
第
３
の
人
生
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
は
、
40
才
か
ら
地
元
の

シ
ニ
ア
の
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
年
代
別
の《精神科デイケアのスタッフ》
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県
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。

　

50
才
代
で
、
四
国
代
表
と
し
て
、
全
国
大
会
に
出

場
し
て
か
ら
は
、
出
場
機
会
が
な
い
の
で
、
最
後
に

も
う
一
度
、
出
場
で
き
る
よ
う
目
標
に
向
か
っ
て
、

練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

◇　

福
田　

和
正
（
高
松
市　

Ｈ
28
年
退
）

　

退
職
し
て
早
や
６
年
が
過
ぎ
現
在
も
テ
ル
ウ
ェ
ル

で
警
備
員
を
や
っ
て
ま
す
。
趣
味
の
ゴ
ル
フ
と
農
作

業
に
て
健
康
な
体
を
保
っ
て
お
り
、
今
だ
薬
の
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ル
フ
で
は
、
40
年
目

に
し
て
今
年
１
月
に
念
願
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
達

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

次
は
、80
才
ま
で
ゴ
ル
フ
を
し
て「
エ
ー
ジ
シ
ュ
ー

ト
」
を
目
標
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◇　

藤
川　

孝
幸
（
松
山
市　

Ｒ
２
年
退
）

　

退
職
し
て
２
年
、
趣
味
の
旅
行
も
自
粛
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
昨
今
で
す
が
、
読
書
時
間
が
た
っ
ぷ

り
で
き
て
、
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
日
々
を
送
っ
て

い
ま
す
。
今
の
私
に
と
っ
て
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
図

書
館
で
借
り
た
長
編
小
説
を
読
む
の
が
至
高
の
時
間

で
す
。

　

健
康
面
は
毎
日
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
病
院
で
の
定

期
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
な
ん
と
か
現
状
維
持
し
て
い
ま

す
。

　

一
日
も
早
く
制
約
の
な
い
日
々
に
戻
っ
て
温
泉
旅

行
し
た
い
も
の
で
す
。

　

写
真
は
２
年
間
で
唯
一
の
日
帰
り
旅
行
「
伊
予
灘

も
の
が
た
り
」
列
車
内
に
て
。

◇　

松
木　

泰
則
（
南
国
市　

Ｒ
３
年
退
）

　

退
職
し
て
、
は
や
１
年
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

仕
事
を
し
て
い
る
時
と
比
べ
て
、
毎
日
時
間
の
過

ぎ
る
の
が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
す
。
日
課
と
し
て
健

康
の
た
め
に
散
歩
と
家
庭
菜
園
を
奥
さ
ん
と
一
緒
に

少
し
だ
け
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
と
し
て
は
、
少
年
警
察
補
導
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
高
知
県
サ
ッ
カ
ー
協
会
で
の
仕
事
を
少
し
だ
け
し

て
い
ま
す
。
６
月
か
ら
は
、
四
国
サ
ッ
カ
ー
協
会
で

の
仕
事
が
待
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
息
子
が
農
業
を

し
て
い
る
の
で
、
畑
作
業
と
稲
作
作
業
を
手
伝
っ
て
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合
っ
て
い
ま
す
。

　

三
つ
目
は
楽
し
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
活

動
と
し
て
「
土
地
改
良
区
」
で
地
域
の
水
路
・
農
道

管
理
等
に
奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
ご

自
愛
く
だ
さ
い
。

い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
家
族
全
員
が
元
気
で
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

◇　

森　
　

正
孝
（
松
山
市　

Ｒ
３
年
退
）

　

令
和
３
年
７
月
よ
り
マ
ン
シ
ョ
ン
関
係
の
仕
事
を

し
て
い
ま
す
。
勤
務
日
は
、
平
日
の
み
で
、
勤
務
時

間
帯
は
ほ
と
ん
ど
昼
ま
で
で
す
が
、
月
に
３
日
ぐ
ら

い
午
後
５
時
ま
で
の
勤
務
す
る
時
が
あ
り
ま
す
。

　

子
供
達
は
、
み
ん
な
独
立
し
て
い
て
嫁
さ
ん
と
の

二
人
暮
ら
し
で
す
。
仕
事
が
休
み
の
時
は
孫
達
と
一

緒
に
遊
ん
だ
り
食
事
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
野
球
の
審
判
（
軟
式
野
球
）
を
25
年
し
て

い
ま
す
。
た
だ
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
試
合
数
が
減
っ

て
い
ま
す
。
体
が
続
く
限
り
や
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
体
に
気
を
付
け
て
ね
！

◇　

渡
部　
　

進
（
東
温
市　

Ｈ
30
年
退
）

　

退
職
し
て
早
４
年
が
過
ぎ
、
孫
６
人
（
二
人
は
宇

和
島
）
に
囲
ま
れ
て
楽
し
く
余
生
を
過
ご
し
て
お
り

ま
す
。

　

楽
し
み
の
一
つ
は
米
作
り
や
野
菜
作
り
で
、
日
々

奮
闘
し
て
お
り
ま
す
。

　

二
つ
目
の
楽
し
み
は
、
60
才
以
上
の
シ
ニ
ア
サ
ッ

カ
ー
（
Ｇ
Ｋ
）
で
楽
し
ん
で
お
り
、
ケ
ガ
（
ま
だ
救

急
車
に
は
乗
っ
て
お
り
ま
せ
ん
）
と
仲
良
く
付
き

ピ
ッ
ク
を
朝
か
ら
晩
ま
で
見
る
生
活
で
し
た
。

　

以
前
か
ら
既
に
ボ
ケ
て
い
る
の
に
、
こ
の
ま
ま
で

は
ボ
ケ
に
拍
車
が
か
か
る
と
思
い
「
間
違
い
探
し
」

の
本
を
孫
と
一
緒
に
買
っ
た
の
で
す
が
、
老
眼
で
細

か
い
間
違
い
を
見
つ
け
ら
れ
ず
、
ま
た
孫
も
飽
き
て

し
ま
い
一
瞬
で
ブ
ー
ム
は
去
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

妻
が
こ
れ
以
上
ボ
ケ
ら
れ
た
ら
後
々
面
倒
だ
と
思
っ

た
の
か
突
然
ピ
ア
ノ
が
届
き
、
脳
の
活
性
化
の
た
め

に
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
ら
良
い
と
言
わ
れ
、
生
ま
れ
て

初
め
て
鍵
盤
と
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
短
時
間

で
す
が
練
習
を
し
て
お
り
、
今
は
最
初
の
課
題
曲
？

「
う
み
」
に
挑
戦
中
で
、
詰
ま
り
な
が
ら
も
や
っ
と

♪
海
は
広
い
な
大
き
い
な
♪
ま
で
両
手
で
弾
け
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

も
し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
「
街

角
ピ
ア
ノ
」
で
「
津
軽
海
峡
冬
景
色
」
を
演
奏
す
る

の
が
目
標
で
す
。

◇　

渡
辺　

隆
司
（
今
治
市　

Ｈ
22
年
退
）

　
「
も
し
も
ピ
ア
ノ
が
弾
け
た
な
ら
」

　

昨
年
末
に
四
国
電
友
会
事
務
局
を
退
い
て
２
ヵ
月

が
過
ぎ
ま
し
た
。
皆
様
方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
２
ヵ
月
、
コ
ロ
ナ
と
寒
さ
で
外
出
も
ま
ま
な

ら
ず
家
に
籠
り
っ
き
り
の
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

す
っ
か
り
テ
レ
ビ
と
お
友
達
に
な
り
１
月
は
大
相

撲
を
幕
下
の
取
り
組
み
か
ら
見
て
、
２
月
は
オ
リ
ン

《妻から贈られたピアノ》
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俳　

句

愛
媛
支
部

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
「
若
草
句
会
」

�

重　

明

逃
避
行
果
て
の
石
塚
下
萌
ゆ
る

名
工
の
和
釘
千
本
花
の
寺

�
壽　

泰

書
初
の
余
白
に
託
す
思
ひ
か
な

霊
峰
の
山
稜
眩
し
初
茜

�

慶　

子

在
り
し
日
の
君
に
手
向
け
し
黄
水
仙

春
疾
風
煙
た
な
引
く
工
業
地

�

浩

公
園
の
剪
定
続
く
春
浅
し

我
が
庭
の
ぽ
つ
ぽ
つ
紅
し
牡
丹
の
芽

�

博　

恭

今
ふ
た
り
い
ず
れ
１
人
の
冬
銀
河

煮
凝
り
や
父
の
無
言
の
懐
か
し
く

�

英　

子

彼
岸
来
し
虫
も
い
ざ
な
む
野
山
か
な

雛
な
ら
べ
ふ
と
親
心
気
づ
か
さ
れ

�

弘　

子

青
空
に
紅
梅
の
梅
天
守
閣

菜
の
花
の
黄
色
の
光
希
望
持
ち

�

洋　

三

球
場
前
子
規
碑
に
当
た
る
風
光
る

客
ま
ば
ら
コ
ロ
ナ
禍
中
の
雛
の
市

�

郁　

夫

探
梅
行
坂
道
そ
ぞ
ろ
古
木
あ
り

春
愁
ひ
病
む
妻
あ
わ
れ
緘
黙
す
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今
年
の
桜
も
妻
と
二
人
で
愛
で
ま
し
た
。
夏
頃
に

は
、会
員
の
皆
様
と
楽
し
く
歓
談
が
出
来
る
こ
と
を
、

ま
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
一
日
も
早
く
平
和
が
訪
れ
る
こ

と
を
切
に
願
い
ま
す
。

編
集
後
記

　
　

四
国
電
友
会
会
報　

第
百
九
八
号

　

発　
　

行　

令
和
四
年
四
月

　

編
集
責
任
者　

電
友
会
四
国
地
方
本
部

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　

木
田　

誠
剛

　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
四
国
支
店
内

　

電　
　

話　
（
〇
八
九
）
九
三
六–

二
〇
二
三

　

印　
　

刷　

南
海
プ
リ
ン
ト
株
式
会
社

丸
山　
　

修　

様　

Ｒ
４
・
２
・
28　

86　

松
山
市

八
木　

一
堯　

様　

Ｒ
４
・
３
・
20　

89　

今
治
市

　
（
香
川
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
山　

義
孝　

様　

Ｒ
３
・
５
・
15　

74　

高
松
市

藤
林　

勝
三　

様　

Ｒ
３
・
12
・
31　

92　

多
度
津
町

植
松　

貞
夫　

様　

Ｒ
３
・
12
・
31　

92　

高
松
市

藤
本　

俊
美　

様　

Ｒ
４
・
１
・
14　

80　

高
松
市

十
河　

澄
子　

様　

Ｒ
４
・
１
・
17　

82　

さ
ぬ
き
市

佐
々
木
町
子　

様　

Ｒ
４
・
１
・
24　

91　

高
松
市

宮
崎　
　

優　

様　

Ｒ
４
・
２
・
14　

86　

高
松
市

三
谷　

博
敏　

様　

Ｒ
４
・
２
・
24　

91　

高
松
市

武
藤　

徳
男　

様　

Ｒ
４
・
３
・
９　

90　

丸
亀
市

渡
辺　

芳
子　

様　

Ｒ
４
・
３
・
12　

88　

高
松
市

　
（
徳
島
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
木　

善
弘　

様　

Ｒ
３
・
６
・
13　

79　

徳
島
市

大
星　

信
宏　

様　

Ｒ
４
・
１
・
18　

80　

上
板
町

松
岡　

邦
広　

様　

Ｒ
４
・
２
・
６　

75　

鳴
門
市

村
上　

武
夫　

様　

Ｒ
４
・
２
・
19　

89　

美
馬
市

森
田　

彬
敬　

様　

Ｒ
４
・
２
・
20　

82　

鳴
門
市

　
（
高
知
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
崎　

幸
生　

様　

Ｒ
３
・
７
・
10　

82　

い
の
町

岡
本　

ミ
エ　

様　

Ｒ
４
・
１
・
10　

87　

香
南
市

山
内　

正
美　

様　

Ｒ
４
・
１
・
11　

83　

高
知
市

小
松　

昭
次　

様　

Ｒ
４
・
１
・
26　

80　

高
知
市

朝
比
奈
光
子　

様　

Ｒ
４
・
１
・
30　

84　

宿
毛
市

福
井　

三
男　

様　

Ｒ
４
・
２
・
２　

77　

い
の
町

表
紙
の
言
葉

　

丸
亀
城
内
よ
り
見
上
げ
た
天
守
閣
と
桜
。

　

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
天
守
を
い
た
だ
く

史
跡
丸
亀
城
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
約
７
０
０
本
が

咲
乱
れ
扇
の
勾
配
と
称
さ
れ
る
美
し
い
石
垣
を

ピ
ン
ク
色
に
染
め
る
。 

（
岩
崎　

正
朔
）

次
の
方
々
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
故
人
の
お
名
前
）（
逝
去
年
月
日
）（
享
年
）（
生
前
居
住
地
）

　
（
愛
媛
県
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
宮　

正
文　

様　

Ｒ
３
・
11
・
１　

81　

松
山
市

菅　
　

正
義　

様　

Ｒ
３
・
11
・
４　

91　

松
山
市

森　
　

輝
子　

様　

Ｒ
４
・
１
・
10　

86　

西
条
市

青
野　

哲
雄　

様　

Ｒ
４
・
１
・
18　

87　

松
山
市

土
野　

敏
夫　

様　

Ｒ
４
・
１
・
30　

83　

松
山
市

亀
井　

重
夫　

様　

Ｒ
４
・
１
・
31　

90　

松
山
市

坂
井
鬼
子
夫　

様　

Ｒ
４
・
２
・
17　

96　

大
洲
市

敬
　
弔

☆
瑞
宝
双
光
章　

芳
野　
　

運　

様
（
松
山
市
）

Ｒ
３
・
10
・
23
逝
去  

90
歳

☆
瑞
宝
双
光
章　

中
山　

角
一　

様 

（
高
松
市
）

Ｒ
３
・
11
・
６
逝
去　

94
歳

☆
瑞
宝
双
光
章　

髙
須
賀　

明　

様 

（
東
温
市
）

Ｒ
３
・
11
・
30
逝
去　

92
歳

☆
瑞
宝
単
光
章　

今
井　

春
樹　

様
（
新
居
浜
市
）

Ｒ
４
・
１
・
４
逝
去　

91
歳

物
故
者
叙
位
叙
勲

谷
口　
　

昌　

様　

Ｒ
４
・
２
・
８　

82　

高
知
市

竹
田　

順
一　

様　

Ｒ
４
・
２
・
22　

74　

い
の
町
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Q1　乗船者の年齢層は？ 一人参加の方もいますか？

10～30代が約3割、40～50代が約1割、60代以上が約6割です。80歳以上のお客様も毎クルーズ
100名近く乗船されています。4～5割の方がお一人で乗船されています。

Q2　クルーズ船はドレスコードがあり、窮屈で荷物も増えるのではないですか？

基本的にカジュアルなスタイルでお過ごしいただけますが、数回ほどフォーマルパーティーが
ございます。男性であればジャケットにネクタイ、女性であればワンピースなどを一着お持ちい
ただければ大丈夫です。

Q3　長期間の船旅に慣れておらず船上が長いので、退屈するのではないですか？

船内ではイベントやカルチャースクール、水先案内人と呼ばれるゲストの方（各界の著名人）の
講演会、趣味のサークル活動など、毎日大小40ほどの企画（無料）が行われており「船上のほう
が忙しい」と言う声も多く聞かれます。プールやジャグジーでのんびりしたり、ドリンクを片手に
デッキで大海原を眺めたりと、ゆっくり過ごしている方もたくさんいらっしゃいます。船内での過
ごし方は千差万別です。

Q4　クルーズ旅行代金以外に、その他の予算はいくらぐらいを考えておけばよいですか？

渡航手続き代金（ビザ取得代金・ポートチャージ・チップ）：約15万円、オプショナルツアー代金：
平均約30万円、海外旅行保険：約10万円、船内や訪問地での買い物や飲食代・お小遣い：約20
万円（個人差があり）で計算すると、総額で約75万円となります。

Q5　やむを得ずキャンセルする場合、取消料はいつから発生しますか？

出発の91日前まではお取消料は一切発生しません。
長期旅行になりますので、大半の方が1年～2年前にお申し込みを済ませ、出発までゆっくりと
調整をされます。

代表：形上哲也 （四国電友会会員） 
電話：（089）909-3939
Mail：minori@minori-turtle.co.jp

株式会社み・の・り
亀さん旅行社

【お問い合わせ・資料請求】

 居心地のよい
ゆとりのある船内施設

2,419名
乗客定員

 海を近くに感じる
上質なやすらぎ

410室
バルコニー客室

ピースボートクルーズQ&AピースボートクルーズQ&A

船内（イメージ）

船内（イメージ）

日本最大の世界一周客船

イタリアにて、当時世界最大の客船として竣工した客船が、
ゆとりある安心の旅のスタイルを可能にします。

パシフィックワールド号

PHOTO: PEACEBOAT、汰木志保、 AdobeStock、Pixta、shutterstock.com

クルーズ説明会（無料）も実施しています。詳細はお問い合わせください。

77,441t
総トン数
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北中米＆ヨーロッパ航路
パシフィックワールド号でゆく地球一周の船旅

2023年8月 Voyage115

神戸発着106日間 2023年8月23日～12月5日
横浜発着106日間 2023年8月24日～12月6日
神戸▶横浜▶ホノルル▶マンサニージョ▶プエルトケツ
ァル▶プンタレナス▶バルボア▶オーチョリオス▶ニュー
ヨーク▶モントリオール▶ケベック・シティ▶レイキャビク
▶グラスゴー▶リバプール▶ボルドー▶リスボン▶バル
セロナ▶チビタベッキア▶ピレウス▶イスタンブール▶ポ
ートサイド▶コロンボ▶プーケット▶シンガポール▶厦門
▶神戸▶横浜 

2024年夏出発分まで、
7つの世界一周クルーズを受付中！
コースは様々。まずは資料請求を！

ペアスタンダートバルコニーⅡ
(2人部屋・バルコニー付・相部屋可)

異国情緒あふれる文明の十字路 - イスタンブール

紅葉のメッカとして知られるメイプル街道

世界経済の中心地として発展し続ける大都市 - ニューヨーク

5夜連続のオーロラ鑑賞チャンス

2023年夏出航

数千年の歴史を伝えるギザの三大ピラミッド

大変お得な割引キャンペーン実施中！！

旅行代金（大人お一人様）

ペアエコノミー
(2人部屋・窓なし・相部屋可)
旅行代金（大人お一人様）

船内一例 船内一例万円割引

24 250
330

18817
228

80 万円割引40万円 万円

万円万円

※早得割引が適用されるのは2022年4月28日（木）までに旅行代金の全額をご入金いただいた場合に限ります。5月以降の早得割引はお問い合わせください。
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